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潮
力
発
電
と
は
、潮
の
干
満
差
、

つ
ま
り
海
の
潮
の
満
ち
引
き

の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
発
電
方
法
だ
。「
潟
」（
遠
浅
の
海
岸

で
満
潮
の
時
は
隠
れ
、
潮
が
引
く
と
現
れ

る
よ
う
な
場
所
）
で
、
満
潮
を
利
用
し
て

海
水
を
取
り
込
ん
だ
後
、
干
潮
と
と
も
に

海
水
を
放
出
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ

て
発
電
を
行
う
。

　

今
、
潮
力
発
電
の
開
発
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
の
が
英
国
だ
。
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
中
で
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
利
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
同
じ

海
洋
国
家
の
日
本
が
潮
力
発
電
を
導
入
す

る
際
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

Ｇ
Ｅ
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
が
参
加

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
潮
力
、

波
力
、
海
流
な
ど
の
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
は
、
風
力
、
太
陽
光
、
地

熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
な
ど
に
対

し
て
目
立
た
な
い
存
在
だ
。と
い
う
の
も
、

海
岸
線
を
持
っ
て
い
る
限
ら
れ
た
国
し
か

導
入
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一

般
的
に
利
用
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
認
知
度
が
低
い
。
し
か
し
、
一
日

の
う
ち
に
必
ず
発
生
す
る
潮
の
干
満
を
利

用
す
る
潮
力
発
電
は
、
安
定
し
た
電
力
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
、
英
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の

「
タ
イ
ダ
ル
・
ラ
グ
ー
ン
・
パ
ワ
ー

社
」
が
２
０
１
８
年
の
完
成
を
目

標
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
で
潮
力

発
電
所
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

ス
ウ
ォ
ン
ジ
ー
湾
に
約
10
㌔
の
土

手
を
築
い
て
人
工
の
潟
を
つ
く

り
、そ
こ
に
発
電
所
を
設
置
す
る
。

水
位
の
落
差
を
利
用
す
る
の
で
、

タ
ー
ビ
ン
は
双
方
向
対
応
の
も
の

が
設
置
さ
れ
る
。
発
電
設
備
は
３

２
０
メガ
㍗（
20
メガ
㍗
16
基
）だ
。
今

年
中
に
工
事
に
入
り
、
18
年
に
運

転
開
始
の
予
定
だ
。

　

年
間
発
電
量
は
５
０
０
ギガ
㍗

時
で
、
年
間
15
万
５
０
０
０
世
帯

へ
の
電
力
供
給
が
可
能
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
発
電
所
の
あ
る
湾

岸
地
帯
の
人
口
の
約
90
％
を
カ
バ
ー
で
き

る
計
算
だ
。
ち
な
み
に
、
福
島
第
１
原
発

事
故
前
の
同
発
電
所
の
発
電
量
は
、
年
間

約
３
万
ギガ
㍗
時
。
福
島
原
発
と
比
較
す
る

と
、
60
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
が
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
決
し
て
小
規
模

と
は
い
え
な
い
。

　

潮
力
発
電
所
に
は
長
期
的
に
稼
働
で
き

る
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
タ
イ
ダ
ル
・
ラ

グ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
社
の
場
合
、
お
よ
そ
１

２
０
年
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原

子
力
発
電
所
の
40
年
、
火
力
の
50
年
、
水

力
の
60
年
と
比
べ
倍
以
上
の
寿
命
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
総
額
10
億
ポンド

（
約
１
８
０
０
億
円
）
で
、国
際
入
札
に
基

づ
き
実
施
主
体
が
選
ば
れ
る
。
発
電
設
備

の
要
で
あ
る
タ
ー
ビ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ

の
交
渉
権
が
、
す
で
に
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ア
ン
ド
リ
ッ
ツ
・
ハ
イ
ド
ロ
か
ら
成

る
企
業
連
合
に
与
え
ら
れ
た
。
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両
社
と
も
に
外
国
企
業
だ
が
、
雇
用
創

出
の
観
点
か
ら
タ
ー
ビ
ン
部
品
の
65
％
が

英
国
内
で
生
産
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
50
％

は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
で
調
達
さ
れ
る
予
定

だ
。
資
金
提
供
者
と
し
て
、
米
大
手
金
融

グ
ル
ー
プ
の
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
や
イ
ン
フ

ラ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
と
い
う
企
業
も
参
加
の
意
思
を
表
明
し

て
い
る
。

　

英
政
府
は
現
在
、
発
電
事
業
者
の
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
風
力
で
15
年
、
原

子
力
に
関
し
て
も
差
額
決
済
契
約
（
Ｃ
ｆ

Ｄ
）
を
併
用
、
35
年
に
わ
た
る
固
定
価
格

買
い
取
り
制
を
導
入
し
て
い
る
。
潮
力
発

電
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
側
か
ら
原
子
力

と
同
様
に
35
年
の
採
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
英
政
府
の
支
援
も
期
待

で
き
る
の
で
、各
業
界
の
世
界
的
企
業
が
、

英
国
の
潮
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

画
を
決
め
た
。

　

さ
ら
に
、
潮
力
発
電
は
他
の
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
比
べ
優
位
性
が
高

く
、
再
エ
ネ
の
“
真
打
ち
”
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い

る
潮
力
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
は
、
一
般
の
水

力
発
電
で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
類
似
し
て

お
り
、
技
術
開
発
面
で
の
不
確
実
性
は
小

さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
①
山
間
部
に

ダ
ム
を
建
設
す
る
水
力
発
電
よ
り

も
コ
ス
ト
が
安
い
、
②
稼
働
率
が

安
定
し
て
お
り
発
電
量
を
予
測
で

き
る
、
③
海
中
浮
体
式
の
波
力
発

電
設
備
や
海
底
固
定
式
の
海
流
発

電
設
備
よ
り
も
耐
久
性
が
あ
る
、
④
タ
ー

ビ
ン
生
産
を
中
心
と
す
る
重
電
メ
ー
カ
ー

の
活
況
に
つ
な
が
る
、
⑤
海
洋
国
家
に
は

立
地
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
、
⑥
地
域

開
発
に
貢
献
で
き
る
─
─
と
い
っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
メ
リ
ッ
ト
か
ら
生
ま
れ
る
経
済

的
価
値
を
高
く
評
価
し
た
英
政
府
は
、
１

２
０
億
ポンド（
約
２
兆
円
）を
投
じ
て
、全
国

６
地
点
で
潮
力
発
電
所
を
建
設
し
、
20
年

代
に
総
発
電
量
に
占
め
る
潮
力
の
シ
ェ
ア

を
８
％
に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
電

源
多
様
化
を
促
す
一
方
で
、
潮
力
発
電
設

備
の
部
品
供
給
を
き
っ
か
け
に
、
製
造
業

の
復
活
に
期
待
を
寄
せ
、
将
来
的
に
輸
出

産
業
と
し
て
育
て
た
い
意
向
も
あ
る
。

　

地
元
自
治
体
も
潮
力
発
電
事
業
の
経
済

効
果
と
地
域
活
性
化
に
期
待
し
て
い
る
。

過
去
に
石
炭
、
鉄
鋼
、
石
油
化
学
産
業
で

繁
栄
し
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、
低
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
潮
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

歓
迎
し
て
い
る
。
潮
力
発
電
所
の
建
設
に

合
わ
せ
、
地
元
自
治
体
が
中
心
と
な
り
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
パ
ー
ク
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
施
設
を

整
備
す
る
計
画
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
複
合
機
能
を
持
た
せ
た
発

電
所
構
想
は
、
中
央
政
府
と
地
域
社
会
の

両
方
に
プ
ラ
ス
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い

る
。日

本
に
も
好
条
件

　

日
本
は
、
英
国
と
同
じ
く
海
に
囲
ま
れ

て
い
る
点
で
、
潮
力
発
電
の
適
地
が
間
違

い
な
く
多
数
、
存
在
す
る
。
原
子
力
再
稼

働
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
輸
入
原

料
に
頼
ら
ず
に
供
給
力
が
確
保
で
き
る
技

術
に
つ
い
て
は
、
政
策
推
進
上
の
優
先
順

位
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
海
洋
資
源
と
し
て
は
化
石
燃
料

ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
が
、
燃
料
費
が
不

要
で
、
か
つ
不
断
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
で
き
る
潮
力
発
電
の
導
入

を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
立
地
点
が
特
定
地
域
に
限
ら

れ
る
こ
と
に
加
え
、
発
電
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
小
さ
い
点
か
ら
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

し
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
と
い
う
観

点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
の
普
及
策

は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
風
力
が
「
風
ま
か
せ
」
と
揶や
ゆ揄

さ
れ
る
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
の

稼
働
率
が
低
い
の
も
事
実
で
、
設
備

容
量
が
大
き
く
て
も
、
発
電
量
は
伸

び
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。他
方
、

リ
ス
ク
分
散
の
視
点
か
ら
複
数
の
技

術
を
普
及
さ
せ
て
お
く
こ
と
も
求
め

ら
れ
る
。

　

電
源
多
様
化
や
低
炭
素
化
の
み
な

ら
ず
、
地
域
創
生
の
機
運
を
高
め
る

と
と
も
に
防
災
の
視
点
を
取
り
込
め

る
点
か
ら
、
官
民
連
携
に
よ
る
潮
力

発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

干潮時 満潮時

海水の流れ

水位差を
利用

タービン

潮力発電の原理
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